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ロゴ・キャラク夕―から広がる図書館の試み
和光大学附属梅根記念図書・情報館
  本学図書・情報館では2005年の第一回口ゴ＆キャ
ラクターの募集を皮切りに，“伝わる”広報目指
して新たな一歩を踏み出しました。
  取り組みの始まりは，当時入館者数の減少傾向
にあたまを悩ませていた図書館員たちの嘆きや，
っぷやきの中から生まれました。図書館ヘ目を向
けてもらうために，“図書館へ行こう！”という
キャッチフレーズをデザイン化して使ってはどう
だろう？いや，文字だけでなく一緒にマスコット
キャラクターも募集したらもっと面白いかもしれ
ない…と思いが広がって，第一回目の募集に結実
しました。
  2005年，応募があるかどうか不安でいっぱいで
したが，うれしいことに20件もの応募があり，口
ゴデザイン「図書館へ行こう！亅とマスコットキャ
ラ クター 厂ワ コち ゃん 」が誕 生し まし た。
  それからはポス夕一やチラシに登場して図書館
の顔となったのはもちろん，講習会メニューの達
成記念グッズ（Tシャツ）にもなりました。残念
ながら採用されなかった応募作品もカ作ぞろいで
したので，それらへの感謝と今後の発展へ願いを
こめて，応募作品展を開催しました。さらに募集
記念グッズ「しおり」も制作・配布。より多くの
人の目に留まる機会であるばかりでな＜，利用案
内 の 役 割 も 果 た す こ と に な り ま し た 。
  2008年には第二回目のロゴ＆キャラ募集を実施
しました。初代の口ゴ＆キャラには愛着があり，
せっかく定着したイメージを短期間で壊してしま
うことにためらいもあったのですが，口ゴ＆キャ
ラ募集自体を図書館に注目してもらうための「し
くみ」として位置づけ，実施に踏み切りました。
口ゴ＆キャラ募集は，「図書館〓本，レポート」
というイメージを飛び越えて，本好きではない学
生層の関心を呼び起こし，あるいは自分の得意分
野を公表できる場ともなり，はたまた選考委員
（教員），職員，学生が一緒に取り組むことができ
る稀有なイベントとなっています。
  二回目は，募集開始時期に合わせて館内で資料
展示厂Let’sデザイン」を実施し，グラフィック
デザイン関連の本に光を当てるところから始まり
ました。展示への関心も寄せられ，応募に対する
期待は高まりました。結果は，最終日までに合わ
せて25件の応募があり，新キャッチフレーズ「きっ
かけザクザク」のロゴと二代目マスコット厂ワコ
次郎」が誕生しました。
  今回の募集記念グッズはブックカバー（文庫用
と新書用の2サイズ，採用作品単体と応募作品フルキャ
ストの2デザインで合計4パターン）を作成しまし
た。
  講習会メニューグッズはサーモマグとクリアファ
イルを制作しました。二回目ということもあり，
スケジュールの立て方やグッズ作成の思案も楽し
みながら取り組むことができるようになりました。
  次回のロゴ＆キャラ募集は予定では2010年。
  あと10年もすれば歴代のロゴ＆キャラクターを
一堂に会した「同窓会展開催！」なんてことも夢
ではないかもしれません。
〈初代口ゴ＆キャラ冫
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〈ニ代目ロゴ＆キャラ冫
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  口ゴ ・キャラク夕―の募集をはじめたこの時期
は， わが館にとっては“文明開化”ともいえる時
期で した。「実際に来て，見て，使ってみるとな
かな かいいところがあるけれど，それが外にみえ
てい ない」という当時の図書館への指摘。もっと
外に 向かってアピールしたい，学内外での図書館
の存 在意義を向上させたいという思い。やはり図
書館には学生が読書習慣を身にっけるためのサポー
トを する役割があるのだと再認識したこと――こ
れら のすべてが私たちの背中を押しました。ロゴ
＆キ ャラ募集と同じ時期に，図書館主催の講演会
やヮ ークショップの開催，冊子の刊行などの活動
が一 体となって進められてきたことは，大きな意
味を持っています。
  口ゴ ＆キ ャラ を活 用し たPRは，さ まざまな場
面で 展開されたことはもちろんですが，この取り
組み を通して大きく変わってきたことは，図書館
員の意識であったと言えます。
  図書館独自のロゴ＆キャラを手に入れたことで，
従来 のポスター，チラシのアピール度アップはも
ちろ ん，学内外の掲示ポイントヘどんどん進出す
る よう にな り まし た。 PRの手段も 広がって，大
学 ロビ ーの イ ンフ ォー メーショ ンテレビ用の PR
番 組 の 作 成や ，大 学Webメ ー ルト ップ 画面 への
PR画像 の掲載など，さまざまな機会を利用して，
積極 的に取り組むようになりました。また大学広
報 にも 活用 さ れ， 大学 案内やPR誌 にも登場する
など ，学内における図書館の存在感も感じられ，
他部 局との交流や連携も進んできたことは見逃せ
ません。
  図書 館員の意識の変化の一例は，新着図書コー
ナーにも見ることができます。今まで新着図書コー
ナーは，定期的に新しい本を並べるだけでしたが，
壁面 スペースを活用して面陳を取り入れようとい
うこ とになりました。どの本を陳列するのか，そ
のチ ョイスに担当者は自ずとカが入ります。帯や
お す す め を書 いた POPを添 付 する など 見せ 方に
も工 夫を施すようになり，常連さんや書架の前に
立ち どまる人も増えました。面陳本は，借りられ
ると 空きスペースになるのですぐわかります。選
書か ら担当している職員にとっては，喜びにもっ
なが り，また利用者の動向などもちょっぴり得る
こと もでき一石二鳥の効果です。昨年からはブッ
クト ラック1台を利用し たテーマ展示 も始まり，
その 時々のトピックスや，大学の行事に合わせた
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展 示 ，教 員と のコ ラボ 企画 も生 ま れています。
  口 ゴ＆キャラ 募集を始まりに動き出した，広い
意 味でのわが 館の広報活動は，ものと人，人と人
と のコミュニ ケーションを広げっつ，図書館活動
を支える大きな柱となりつっあります。口ゴ＆キャ
ラ 募集で学生 とともに創る経験を得，さらに発展
さ せ，2008年度に は「読書や本にまっわる活動を
学 生 と図 書館 が一 緒に 作り 楽し む ―Let’sRead
Project」をスタ ートさせまし た。このプ ロジェ
ク トでは，選 書ツアーに始まり，学生が学生に勧
め る本棚を提 供するなど，図書館をキーにして学
生 と 学生 との っな がり へと 広が っ てきました。
2009年 度の図書館 刊行物は，このプ口ジェクトの
メンバーが中心となって作る“150（ワコオ）文庫”
で す 。2010年4月には，新入 生全員に手 渡されま
す。
  こ れらの活動 を通して，図書館は大きく変化し
て き ましたが， 2009年4月に は情報セン ターと統
合 し，「図書 ・情報館」となりました。今までの
経 験をどのよ うに展開してゆけるか，この新たな
機能を加えた図書・情報館というステージでのチャ
レンジが続きます。
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